
佐藤 仁志 議員
　新しい風やとみ

見
栄
と
根
拠
の
な
い
楽
観
論
で
は

問

人
口
減
少
の
局
面
に
入
っ
て
い
る

答

問

ま
ち
づ
く
り
は
長
い
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
で
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
計
画
の
基
本
で
あ

る
人
口
想
定
に
つ
い
て
目
標
値

を
も
つ
の
も
い
い
が
、
現
実
的

な
推
計
値
と
使
い
分
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答

総
務
部
長
施
策
に
応
じ

て
、
現
状
値
等
を
ふ
ま
え
た
推

計
値
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

問

土
地
の
需
給
関
係
が
逆
転

し
て
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、
車

新
田
で
宅
地
が
供
給
さ
れ
る
と
、

供
給
過
剰
が
競
合
し
て
市
内
の

地
価
の
値
下
が
り
の
原
因
に
な

る
の
で
は
。

答

建
設
部
長
需
要
は
十
分

あ
る
地
区
で
あ
る
と
認
識
し
、

土
地
区
画
整
理
事
業
が
宅
地
等

の
値
下
が
り
に
直
接
は
結
び
つ

か
な
い
と
考
え
て
い
る
。　

問

土
地
区
画
整
理
事
業
で
工

事
単
価
の
上
昇
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
保

留
地
を
売
っ
て
も
、
工
事
費
が

払
い
切
れ
な
い
時
で
も
、
公
費

の
追
加
や
市
で
損
失
補
填
で
き

な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識

は
。

答

過
去
に

実
施
し
た
区
画
整
理
事
業
と
不

公
平
が
な
い
よ
う
に
、
現
在
補

助
金
や
要
綱
を
見
直
し
中
。
補

助
金
、
公
費
は
要
綱
に
基
づ
き

補
助
す
る
。

問

令
和
元
年
ま
で
の
４
年
間

で
65
歳
未
満
の
働
く
世
代
の
人

口
が
栄
南
は
10
・
５
％
減
、
大

藤
８・
８
％
減
、
十
四
山
東
部

５・
２
％
減
、十
四
山
西
部
７・

７
％
減
で
減
少
が
激
し
い
。
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
農
村
地

域
の
声
を
聞
い
て
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

答

第
２
期
弥
富

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
計
画
策
定
で
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
を
実
施
し
、
外
部
委
員

で
構
成
す
る
会
議
体
に
お
い
て

協
議
を
し
て
い
る
。

問

違
法
な
会
計
処
理
や
、
議

会
承
認
を
得
な
い
契
約
な
ど
ミ

ス
が
続
い
て
い
る
が
不
祥
事
は

現
場
の
問
題
で
は
な
い
。
手
順

書
を
作
成
し
て
い
な
い
、
守
ら

せ
な
か
っ
た
経
営
者
の
責
任
で

は
。

答

副
市
長
今
回
ミ
ス
が
度

重
な
り
、
市
民
に
心
配
、
迷
惑

を
か
け
、
お
詫
び
を
す
る
。
内

部
研
修
を
し
っ
か
り
と
行
う
と

と
も
に
、
課
題
を
洗
い
直
し
て
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
努
め
る
。

都
市
整
備
課
長

総
務
部
長

問不祥事は経営者の
責任では

答課題をしっかり
洗い直す
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令
和
５
年
度
決
算

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

行
政
視
察
報
告

お
し
ら
せ

一
般
質
問


